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	応用
	抗原情報
	背景
	酵母のSir2タンパク質は、ヒストンH3およびH4の脱アセチル化を介して転写サイレンシングプロセスで機能することが知られています。最近発見されたSir2のヒト相同タンパク質であるSIRT1は、腫瘍抑制タンパク質p53と関連することがわかっています。SIRT1は、前骨髄球性白血病タンパク質（PML）核小体または発癌性Rasのアップレギュレーションに応答して、C末端Lys382残基を特異的に標的としてp53に結合し、脱アセチル化します。p53 SIRT1の脱アセチル化は、p53を介した転写を負に制御し、DNA損傷やストレスによって引き起こされる細胞老化やアポトーシスを防ぐことが示されています。SIRT1は酵母Sir2pと最も相同性が近く、胎児および成人の組織で広く発現し、心臓、脳、骨格筋で高く、肺と胎盤で低く発現しています。 SIRT1 は、特にリジン 382 で p53 に結合して脱アセチル化することにより、p53 依存性 DNA 損傷応答経路を制御します。
	研究分野
	アポトーシス
	画像データ
	

	MCF-7 (1)、Jurkat (2)、Hela (3)、HEK293 (4)、A549 (5) 細胞溶解物に対するSIRT1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	L1210(1)、F9、(2)、Hela(3)細胞溶解物に対するSIRT1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	SIRT1マウスmAb（緑）を用いたNTERA-2細胞の免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントをAlexa Fluor-555ファロイジンで標識。
	

	SIRT1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による SIRT1 マウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒト肺癌組織 (左) と腎臓癌組織 (右) の免疫組織化学分析。
	

	SIRT1 マウス mAb と DAB 染色を使用した、パラフィン包埋マウス精巣 (A) マウス腎臓 (B) の免疫組織化学分析。
	

	SIRT1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ラット脾臓 (A) とラット肝臓 (B) の免疫組織化学分析。
	

	SIRT1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ウサギ脾臓 (A) ウサギ肝臓 (B) の免疫組織化学分析。

